
― 49 ―

調
査
結
果

20歳未満飲酒に対する認識

問46 あなたは20歳未満飲酒についてどう思いますか。考えが１番近いものを選択してください。
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【基数：対象者全員】

〔学年別〕
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約半数の学生が「自分だけでなく他の人にも守ってほしい行為である」と回答

20歳未満飲酒に対する考えを問うたところ、「自分だけでなく他の人にも守ってほしい行為である」が49.9％

と最も高く、クロス集計で学年別にみると、１年次生46.3％、２年次生45.2％、３年次生49.1％、４年次生

62.8％となり、問44と同様に、上位年次生になるにつれて、20歳未満飲酒防止に対する認識が高まっている結果

となった。

一方で、「各人の判断や酒量に応じて飲めばよい」（31.8％）及び「自分自身さえ守っていればよい」（14.7％）

については合計で46.5％となり、半数近くの学生が、状況によっては、自身や他者の20歳未満飲酒を容認しか

ねない考えを持っていることが明らかとなった。これは、問45において「他人に干渉したくない」が最も高

かったことと一定の相関があると考えられる結果となった。




